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本論文は,イメ-ジ分光器を用いて光源を回転させながら計測した分光画像から､計

測時の照明状況やカメラの感度特性を除去して,拡散反射と鏡面反射の反射パラメ-タ

の波長ごとに推定する手法について記述している｡まず､カメラのダイナミックレンジ

に依存せずに飽和した計測分光画像にも対応可能な物体色の分光反射率を推定する手

法を提案した｡つぎに､本提案手法により物体色の分光反射率,光沢の強度パラメ-タ,

表面材質の粗さパラメ-タの推定が可能であることを実験的に検証した｡さらに､本提

案手法の適用限界について検討し､歴史的文化財や考古学的出土物などのア-カイブ化

に応用するときの間題点などについて考察している｡

本論文は以下の9章からなる｡

第1章では研究のモチベ-ションや研究の背景が紹介され,第2章では反射特性に影

響する要素､第3章では本研究に関係する先行研究や間題点ならびに反射パラメ-タ推

定における課題が記述されている｡

第4章では､本研究において開発したCCDカメラを利用した簡便な分光画像の計測

システムを紹介している｡

第5章では､光沢が強い分光反射画像の場合でも､拡散反射成分と鏡面反射成分に分

離することにより拡散反射パラメ-タ推定が可能な手法を提案し,実験により検証した｡

まず､ LambertモデルとTprranc-Sparrowモデルをベ-スにした拡散反射と鏡面反射

の分離手法を考案している｡つぎに､第4章で開発した簡便な分光画像計測システムに

より陶器やプラステイツク製品など彩色された光沢の強い物体を対象に計測し､分離手

法により拡散反射成分が推定できることを実証している｡

第6章では,特に計測値が飽和することにより十分な情報が得られない鏡面反射パラ

メ-タの推定間題に対して,前述の分離方式により分離された鏡面反射成分から外挿に

よって補正する手法を提案している｡これは､飽和した部分を飽和前後のデ-タから補

正するもので､実験の結果は鏡面反射パラメ-タが推定できることを実証している｡

第7章の考察では､本研究に対する間題点を整理し､第8章に,本研究で得られた成

果の要約と本研究が当該分野の発展に員献するポイントなどを総括している｡



李実英

(論文審査結果の要旨)

本論文は､近年､急速に普及が進んでいる歴史的文化財などのディジタルア-カイブ化

や電子ショップの商品展示などの高写実性再現が重要な物体の色や光沢などの質感CG

に必要な情報計測に関する基盤研究である｡物体表面の色や光沢などは､照明光が物体

の表面に到達して生じる反射現象によるものであり､計測時の照明条件や計測機器の特

性に大きく依存するという間題が内在していたが､分光画像を計測し､表面反射を拡散

反射と鏡面反射に分離することにより､飽和した分光画像デ-タからでも拡散反射パラ

メ-タや鏡面反射パラメ-タがすいできる手法を提案することにより間題を解決し､

様々な物体の表面反射特性が計測でき､バ-チヤル環境におけるリアルな物体の表現に

貞献した｡本論文の成果は以下の3点に要約される｡

1.強い光沢部からの反射光で飽和した分光画像から､拡散反射成分と鏡面反射成

分を分離して,それぞれの反射パラメ-タを推定する手法を提案した｡

2. -次元スリット分光器とCCDカメラおよび回転台からなる新規の簡便なイメ

-ジ分光器を考案し､光沢の強い表面反射特性を持つ彩色物体の分光画像計測

システムを開発した｡

3.暗い場所や明るい場所が混在する計測場をダイナミックレンジが低いカメラ

で計測した分光画像でも､物体色の反射パラメ-タや､光沢の強度パラメ-タ

あるいは表面材質の粗さパラメ-タに有用であることを実証している｡

以上述べたように,本論文は物体表面の色と光沢という物体の質感に関する表面に反射

情報の推定に関する画像処理の基盤研究である｡これらの研究成果は,学会論文誌1件､

査読付国際学会3件として公表され､学術面での貞献が大であることを認めることがで

きる｡また､本研究は､歴史的文化財のディジタルア-カイブやインタ-ネットマ-ケ

ットの商品表示など科学技術の発展と社会的ニ-ズに応える基盤技術の開発につなが

る研究としての貞献も大きいことを示している｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


